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野草スケッチ マルバウツギ（ユキノシタ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996/12/21 稲城市 絵と文 Ｔａ 

（ＨＰ掲載とは違う絵です） 

 

最近、観察会へ行くと、デジタルカメラいわゆるデジカメを持っている人を、か

なりの頻度で見かける。 

すでに普通の銀塩カメラより多いほどだ。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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もちろん、普及率が銀塩カメラを追い越したわけではなく、観察会向きなので、

持って来る人が増えたのだと思う。 

見かけた花をちょっとメモ代わりに撮るには、デジカメの方が断然都合が良さそ

うだ。 

 

私はデジカメどころか銀塩カメラも持っていない。 

スケッチを始めた動機を訊かれたときには、「カメラを持っていないから」と答え

ることにしている(̂ _^;) 

カメラを持っていないのは事実であるが、動機はメモであった。 

ノートの隅にメモした絵を持ち帰って図鑑で調べたことが、私のスケッチの原点

である、ということは、どこかで書いた。 

もし、メモ代わりに使えるデジカメが当時、適正な価格で存在していたら、私の

スケッチはなかったかもしれない。 

時代のめぐり合わせの妙、とでもいうのであろうか。 

 

わからない植物をメモして後で調べる、ということは、ほとんどやらなくなった。 

すべてわかるようになった・・・わけではない。 

不明の場合は、その場で調べることにしたのである。 

そのために、重い図鑑を持ち歩いている。 

人に訊くことも多い。 

それでもわからなければ、あきらめて次の機会を待つ。 

とことん追求しようという情熱が薄れてきたのかもしれない。 

 

考えてみれば、メモを描いて調べていた頃は、植物に詳しい人が周りには少なか

った。 

常に、いわばハングリーだったわけで、自分で調べるしかなかったのだ。 

NIFTY の中でようやく探しあてたフォーラムも、植物をやる人はごく少なくて、

しかもお互いに知識不足で悩んでいる者同士だった。 

パソ通仲間で植物観察会を開いても、疑問符の続出である。 

道端に座り込んで、皆で図鑑を調べあったりしたことを思い出す。 

 

いま、@niftyの FFIELD フォーラムに呼びかけて植物観察会を開けば、２０人程

度は集まるが、スミレ、キク、イネ、カヤツリグサ、シダ、高山植物など、いろ

んな分野で詳しい人が何人もいる。 

植物関係出版物の著者、植物写真家、植物研究者、教授、などのそうそうたるメ
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ンバーが参加される観察会も稀ではなくなってきた。 

わからないときは、誰かに訊けば即座に答えてもらえる。 

実に隔世の感がある。 

 

同フォーラムにある「植物の部屋、フローラ」は、私が初代世話役を務めたこと

もあって、最初から深くかかわってきた。 

ここまで盛況になり、レベルが上がってきたことはたいへん喜ばしいが、困った

問題も起きてきている。 

それは、ベテランメンバーが常連化して、アクティブになればなるほど、新人に

とっては敷居が高いと感じるようになってしまうことだ。 

 

一つの解決策として、最近フォーラム会員を対象とした「観察入門シリーズ」な

るものをはじめた。 

最初は１１月に「田んぼ雑草入門」続いて１２月に「シダ入門」を実施した。 

講師は私がやったり、ベテランメンバーにお願いしている。 

参加費は無料。講師もボランティアである。 

幸い好評のようなので、月１回のペースで進めて行きたいと思う。 

今後は「樹木（冬芽）入門」「ロゼット入門」「スミレ入門」などを計画中だ。 

 

おっと、肝心のマルバウツギには何も言及できなかった。 

こういうこともたまにはあるのです(^_^;)  

（２００１年６月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕１１月１０日 草花丘陵 

１１月１０日は晴、湿度も低く空気は澄んでいて、絶好の散策日和でした。 

日和に誘われて羽村駅に集まった方は５３人、本当に快適な野草散策を体感で

きたことと思います。 

私のようにガキの時分を東京で過ごした人間にとって、羽村といえば、まいま

いず井戸と玉川上水の取水口を教えられた程度です。強いて付け加えれば、かつ

ては養蚕の盛んな村というイメージでしょうか。高度成長期以降、羽村には大型

の工場や住宅団地が作られ、イメージは一新されたようです。 

駅の南口はそうした開発から取り残されたように、半世紀前とあまり変化して

いない鄙びた印象です。私たちは南口から多摩川に向かいます。ダーっと下って

中里介山の墓がある禅林寺、そこからちょっと下って多摩川に出ました。玉川上



 - 4 - 

水を渡り、人道橋である堰下橋を渡り多摩川右岸の川原に降りると、この日の目

玉であるカワラノギクの保護地があります。カワラノギクは多摩川、相模川など、

関東東海の限られた河川の川原にだけ生育する絶滅が危惧されている植物で、多

摩川流域でも２０年ほど前から急速に個体数が減少したようです。 

ひとしきり川原の植物を観察した後、羽村市郷土博物館へ向かい、建物の脇に

ある大きな四阿で早めの昼食タイムとなりました。 

午後は博物館裏から草花丘陵に入ります。私は草花丘陵全体があきる野の市域

だと思っていたのですが、私たちが歩いた沢筋の道あたりが市境らしく、尾根筋

にある羽村神社はギリギリ羽村の市域のようです。この神社を羽村市に含めるた

めに市境を無理矢理伸ばしたようにも見えます。神社の周辺は標高が２２０メー

トルほど、川原からは１００メートル近く登ったことになります。空気が澄んで

いるので、展望台からの景色は素晴らしく「東京スカイツリーが見えた」という

声も聞かれました。 

神社で小休止してからは、立川国際ゴルフ場を右手に見ながら、１時間ほど丘

陵の尾根筋を歩いてから多摩川へ下ります。堰下橋からは往路と同じ道を歩いて、

駅に戻りました。（とーはもん） 

 

▼観察記録（出現順） 

イヌワラビ、ツルドクダミ(花)、クサギ(実)、ジュウガツザクラ(花)、ケヤキ、エ

ノキ、ヌルデ、コセンダングサ(花)、オオイヌノフグリ、ツルマンネングサ、アレ

チウリ(実)、イヌアワ、ヒメコウゾ、カワラノギク(花)、メマツヨイグサ、ヒロハ

ノカワラサイコ、カワラニガナ、オオニシキソウ、ガガイモ、アマチャヅル(実)、

ノイバラ(実)、ヤブマメ(実)、オニグルミ、イボタノキ(実)、ニシキギ、ヤマノイ

モ、ヤブカンゾウ、トダシバ、カゼクサ、オオブタクサ(実)、テリハノイバラ、メ

ドハギ(実)、オランダガラシ、キササゲ(実)、アメリカイヌホオズキ、クコ(花)、

ヤマグワ、センダングサ(花)、ウツギ、メグスリノキ、ミズキ、マルバウツギ(実)、

ノガリヤス、コアカソ、スズメウリ(実)、コクサギ(実)、イノモトソウ、ヤブソテ

ツ、コバノヒノキシダ、ムラサキシキブ、ナキリスゲ、ハナタデ(花)、ヤブミョウ

ガ(実)、タマアジサイ、イノデ、リョウメンシダ、ヤマハッカ(花)、ノブキ、サネ

カズラ、ヌスビトハギ(実)、ダイコンソウ(花)、イラクサ、ボントクタデ(花)、ベ

ニシダ、キツリフネ、タイアザミ(花)、テイカカズラ(実)、ニワトコ、ムクノキ、

ノササゲ(実)、シロダモ、ウバユリ(実)、ヤマイタチシダ、ツルグミ、コウヤボウ

キ(花)、ミゾシダ、フモトシダ、クマワラビ、ヤマホトトギス、ヤブラン(実)、キ

ッコウハグマ(閉鎖花)、ガンクビソウ、ササクサ、チヂミザサ、ヤマユリ、ウワミ

ズザクラ、ヤブムラサキ(実)、ゴンズイ(実)、イヌザクラ、ミツバツツジ、ヤマツ
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ツジ、イヌツゲ、アセビ、アオハダ、マルバアオダモ、コアジサイ(実)、カンアオ

イ(花)、モミジイチゴ、オトコヨウゾメ、ヤマウルシ、ヒサカキ、サジガンクビソ

ウ、ウリカエデ、ツクバネウツギ、ガマズミ、キヅタ、アカメガシワ、コゴメウ

ツギ、ツタウルシ、イヌザンショウ、リョウブ、オオアブラススキ、ノコンギク(花)、

トウゴクシダ、ツタ、ゼンマイ、サルトリイバラ、コナラ、クヌギ、ヤブコウジ(実)、

コマユミ、キハギ、イヌシデ、カニクサ、カマツカ、カナムグラ、オクモミジハ

グマ(花)、カシワバハグマ(花)、ナガバジャノヒゲ、ベニバナボロギク(花)、ササ

ガヤ、クサイチゴ、ヒヨドリジョウゴ、アメリカセンダングサ、ミゾソバ(花)、オ

トコエシ(花)、コボタンヅル 

▼植物以外の観察記録 

〔鳥類〕アオサギ、カワセミ、モズ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、ヒヨドリ、

メジロ、ホオジロ、スズメ、キジバト、ツグミ、ジョウビタキ、シジュウカラ、

ヤマガラ、カワラヒワ、ハシブトガラス 

〔魚類〕コイ、アユ 

〔昆虫類〕アキアカネ、ミヤマアカネ、カゲロウの一種、ヒゲナガカワトビケラ、 

チャバネアオカメムシ、ヒメナガメ、ホソヘリカメムシ、マルカメムシ、オオメ

カメムシ、アカヒメヘリカメムシ、ヨコヅナサシガメ、センチコガネ？、ホソク

チゾウムシの一種、ヒメアカタテハ、モンシロチョウ、モンキチョウ、キタキチ

ョウ、ミノウスバ、ブドウトリバ、フタモンアシナガバチ、ヨコジマオオハリバ

エ、ケバエの一種の幼虫の群れ、ヒナバッタ、アオマツムシ、コバネイナゴ、ハ

ラビロカマキリ、オオカマキリ 

〔クモ類〕ヨツデゴミグモ、コクサグモ、キンヨウグモ、ジョロウグモ、ナガコ

ガネグモ（ほんま＠生き物係さん） 

▼植物の楽しい写真（たざわさん提供） 

上左：カワラノギクの種子と冠毛 

上右：アメリカセンダングサの種子 

下左：コセンダングサの種子 

下中：ダイコンソウの種子 

下右：コボタンヅルの種子 
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当日のＧＰＳデータ（Ｔａ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔行事予定〕201２/12/9（日） 焼き芋大会 

項 目 説 明 

集 合 午前１０時、京王相模原線京王よみうりランド駅  ※会旗目標  

京王よみうりランド駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から相模原線橋本行快速または各停で３駅目 

京王よみうりランド駅には急行は停まりませんのでご注意下さい 

行く先 

(解散場所） 

稲城市穴沢天神での恒例・焼き芋大会です。穴沢天神で解散。最寄

駅は京王よみうりランド駅です  

焼き芋準備グループと観察グループの２班に分かれて行動する予定

です 

見所・その他 たき火(^_^;) 冬芽，常緑シダなども観察します 

当会の忘年会を兼ねます。芋，酔い子の飲み物などは幹事が用意し

ます。差し入れ大歓迎！！ 

コース 観察グループのコース： 

駅前～よみうりランド遊歩道～小沢城址～穴沢天神（焼き芋大会）

（解散：１５時３０頃） 

 ※雨天決行 参加申込み不要、会費当日５００円
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〔行事予定〕201３/1/２７（日） 黒川 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、小田急多摩線・黒川駅南口階段下 ※会旗目標 

改札口は一個所だけです 

交 通 小田急線・新百合ヶ丘駅より唐木田行きに乗換えて３駅目   

京王相模原線・永山駅で小田急多摩線に乗換え２駅目です 

京王線利用者は、京王相模原線・若葉台駅から徒歩（１０分弱）が

便利 

行く先 

（解散場所） 

午前中は黒川の谷戸で七草摘みをします。 

午後は２０１３年度の行事予定を検討し、ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

七草粥用のセリ、ナズナ、オギョウ（ハハコグサ）、ハコベラ（ハ

コベ）、ホトケノザ（コオニタビラコ）などを摘みます 。 

摘んだ七草は各自お持ち帰りください 

七草粥は作りません。昼食は忘れないでご持参ください 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 黒川駅→汁守神社→（黒川の谷戸で七草摘み）→汁守神社→（徒歩）

→稲城市立ｉプラザ（１２時半ころより昼食後行事予定検討/若葉

台駅のそば）（解散・・・１６時ころ）（上の地図を参照ください） 

コースは天候その他により変更する場合があります 

※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 
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〔行事予定〕201３/2/2４（日） 城山～中央公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ南武線南多摩駅 改札口 ※会旗目標 

南多摩駅の改札口は一個所だけです 

行く先 

(解散場所） 

ＪＲ南武線南多摩駅から京王稲城駅まで（下の地図を参照ください） 

京王線稲城駅にてｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

冬芽、シダの観察 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 南多摩駅～城山公園～稲城中央公園～清水谷戸～駒沢学園～ 

京王稲城駅（解散：４時頃）  

駅近くにコンビニあり。途中、トイレは数箇所あります  

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません   

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


